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「つくばバイオデザイン体験ワークショップ」 
     （2020 年 2 月 18 日開催）報告  
 

2020 年 2 月 18 日（火）、筑波大学健康医科学

イノベーション棟 8 階講堂におきまして、つく

ばバイオデザイン体験ワークショップを開催い

たしました。 

 バイオデザイン（Stanford Biodesign）は、2001 年、米 Stanford 大学で設立。医療機器開発において、“リ

ーダー”となり得る人材を育成するため、臨床現場のニーズを出発点とした課題解決型のイノベーションに

必要な考え方やスキルを実践的に習得する教育プログラムです。世界中で導入されており、本プログラムで

50 社以上が起業し、270 万人以上の患者に貢献しています。 

 今回のワークショップでは、医療現場のニーズに基づいた解決策の創出・開発の初期段階における事業性

の検証等のイノベーション実現のための「バイオデザインプロセス」を体験していただきました。 

 

★当日の様子 

○プログラム概要                    ○受講生内訳（全 16 名） 

【講義】バイオデザインの概要 

【グループワーク】 

①観察（ビデオ）、課題の特定 

②ニーズステートメント作成 

③ニーズスクリーニング、ニーズクライテリア 

  ④ブレインストーミング 

  ⑤コンセプトセレクション、プロトタイピング、発表 

 

 

【講義】バイオデザインの概要           

筑波大学 野口裕史先生 

（Stanford Biodesign Global Faculty course 修了者）  【グループワーク】 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機器イノベーションを起こす仕組みを学んでみませんか？ 
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受講生のご所属などを踏まえ、事務局にて３チーム（1 チーム 5、6 人）に振り分けをしました。はじ

めは少し緊張感のある雰囲気でしたが、アイスブレイクなどでお互いのバックグラウンドが理解できる

と、早い段階で打ち解け合うことができている様子でした。グループワークでは、ビデオの内容をもとに、

課題の特定からニーズステートメントの作成、ブレインストーミング、コンセプトの作成、プロトタイピ

ング、発表まで行いました。プロトタイピング、発表では、各グループの特色がよく出ていて、充実した

内容となりました。 

 

 【講義】ブレインストーミングテーマの設定など 

  テルモ株式会社 西内大祐先生 

（Stanford Biodesign Global Faculty course 修了者）  【プロトタイピング】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

★受講生の声 

  受講後、アンケートを実施し、ご意見ご感想を伺いました。 

 

 ■ワークショップはいかがでしたか。  ■内容について理解できましたか。 

 

 

・思考のプロセスが明確になった。

これからのテーマ立案時の参考に

なる。（アカデミア 男性） 

・バイオデザインの本格的な手法

を学べたことが良かった。医療機器

開発のおもしろさを学ぶことがで

きました。ありがとうございました。 

（アカデミア 男性） 

 

・思考のやり方（ニーズとソリューションを分ける）が体験できたことが良かった。少し時間が短かったことが残

念。同じワークショップを社内でも是非やりたいと思いました。また、異業種の方と同じワークショップをすると

新しい気づきが得られそうなので、機会があれば是非お願いします。（製薬企業 女性） 

・アイディアを出す手法が、これまで行っていた方法と全く違って勉強になった。楽しく勉強することができまし

た。もっと早く知っていれば、これまでの業務に活かせたような気がします。（アカデミア 女性） 
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事務局としましても初めての「バイオデザイン」体験ワークショップ開催でしたので、運営面での課題等

は多々ございましたが、受講生の感想は概ね好評でした。 

 

 次年度は、更に内容の濃い、更に楽しんでいただけるようなワークショップを検討しておりますので、若

手研究者の方、医療機器開発に携わっておられる方、医療機器スタートアップに興味のある方は是非ご参加

ください！ 

 

 

【お問い合わせ】 

  つくば臨床医学研究開発機構（T-CReDO） 

  TR 推進・教育センター事務局 

  [TEL]029-853-3630 

    [E-Mail]TR_info@md.tsukuba.ac.jp 
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